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担任より 

◎進級に向け、心地よい雰囲気の中で安心して生活する。 

⇒環境の変化に戸惑う事のないよう、現担任や友だちと一緒に２歳児ク

ラスで過ごす機会を作り、少しずつ慣れていければと思います。 

 

◎春の訪れを感じながら、伸び伸びと身体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

⇒季節の草花や虫を見つけながら散策したり、思いっきり身体を動かす

遊びを楽しんでいきたいと思います。 

３月の目標 

 厳しかった寒さが少しずつ緩み、温んだ日差しに心まで踊り出すような季節が

もうすぐそこまできていますね。お散歩に出ると、つい昨日までつぼみだったお

花が咲いているのを見て、「咲いたね！」と嬉しそうに伝えてくれたり、そーっと

優しく触ってみたりしている子どもたちです。植物を愛でる姿に、愛おしさと成

長を感じることができます。 

 りす組での生活も残すところわずかとなりました。保護者の皆様と子どもたち

のこの１年を見守ることができ、とても嬉しく思っております。残りの時間も、

発見や楽しさを共有しながら過ごしていきたいと思います。 

 。可愛いりす組さんと毎日楽しく過ごさせてもらい、嬉しく思いますࡎࡍ

一年間ありがとうございました。残りわずかですが、引き続きよろしく

お願い致します。                   

 

４月は泣くことも多く、まだ赤ちゃんらしさがあったりす組のみんなࡎࡍ

が、今ではしっかりと≪自分らしさ≫を表せるようになりました。 

この１年の成長を保護者の皆様と見守ることができた事嬉しく思いま

す。１年間ありがとうございました！           

 

りす組で過ごした日々は毎日とっても楽しくてかけがえのない宝物にࡎࡍ

なりました。素敵な時間を過ごさせていただき、本当にありがとうござ

いました。これからのみんなの成長も楽しみにしています！ 

                            

 

こんなことがあったよ、こんなもの見つけたよ、と目を輝かせながらࡎࡍ

身振り手振りや言葉で伝えてくれる姿を見て、この１年で様々な思い出

を作ってくることが出来たなぁ、と改めて嬉しく思っています。お子様

の大切な 1 年を、共に過ごさせていただきありがとうございました！ 

 

最近のりす組さん 

 お散歩のときに、靴が履けたお友だちから保育士と手を繋いで……とお支度をして

いる子どもたちですが、最近は自分たちで「〇〇ちゃん、つなごう」と誘う場面が増え

ました。以前は保育士を介して「〇〇ちゃんと手を繋ぎたいんだって」と伝えていまし

たが、段々と自分たちでやりとりを試みている姿が多く見られるようになってきまし

た。そんなある日のお話……。 

 A ちゃんは既に靴を履いている。そこへ B ちゃんが A ちゃんを誘いにやってくる。 

A「今おてて繋がないの」 

B「A ちゃんつなごう」 

A「（少し考えて）こっちの手ならいいよ」 

B「えへへ！」 

この場面、保育士は仲立ちしようかと思ったのですが「こっちの手なら」と自分たち

でちょうどいいラインを見つけられたことに成長を感じました。友だち同士で誘い合

ったり、誘われたりすると嬉しくなりますよね！ そんなやりとりをする姿にこちらま

で嬉しくなりました。 


